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：r＝0.35、P=0.014 )。DMLとCSAc、ΔCSAはともに有意に正の相関を示した(CSAc：r=0.45、P＝0.0013 ΔCSA：r＝0.44 
P=0.001)。またCSAcと罹病期間の間に正の相関を認めた(r＝0.34、P＝0.17)。正中神経断面積値評価法と断面積差評価法
の診断精度を評価するためROC解析を施行した結果、断面積差評価法のAUC値が有意に大きい結果であった(P＝0.006)。 
 
【結語】CSAcはコントロール群に比べ有意に増大を認め、またCTS群においてCSAcとDML、CTSI-JSSH症状スコア、罹病期間
の間に正の相関を認めた。またCSAdとCTSI-JSSH症状スコア間に正の相関を認めた。超音波はCTS診断とともに定量、定性
的障害の評価に有効であることが示唆された。CTS超音波診断方法の精度については、ROC解析の結果から正中神経断面積
差評価法はCTS診断精度が高いと考えた。 
 
 
